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内容概要： 
「三農問題」とは、農村、農業、農民の問題である。三農のことを、中国の経済発展に
おける貧富格差の問題として取り上げ、その実態を説明し、貧富格差克服の政策と関連
して分析する。 
 
 
中国の「三農問題」と貧富格差の克服 
北京師範大学 張昭軍教授 
一、「三農」問題とは 
１、「三農」という概念 
「三農」とは、農村、農業、農民を指す。「三農問題」とは、とくに中国大陸の農村、農業、
農民などに発生している一連の問題であり、貧富格差および人口流動の問題を含む。 
①農民問題：「三農問題」の中で最も深刻。農民の収入が低く、収入増が難しい。都市住
民との格差が大きい。農民の権利が十分な保障が得ていない。 
  ②農村問題：農村が立ち遅れており、経済がなかなか発展せず、インフラ建設が欠けて
いる。 
③農業問題：農民が耕しても儲からない。産業化のレベルが低い。 
２、「三農」概念の提起 
「三農」は一つの概念として、経済学者・温鉄軍博士が 1996年に初めて提起された。そ
の後、メディアと政府によって引用され、普及された。 
二、「三農問題」の重要さ 
「三農問題」は国民の素質、経済の発展、社会の安定、国家の富強に関わる。 
１、中国農村経済と国民経済の発展に関わる 
２、都市建設と緊密に関連する 
３、中国の社会安定という大局に関わる 
三、中国政府の対策――七つの中央の「一号公文書」 
 2003 年 12 月 30 日、胡錦涛署『中共中央、国務院：農民収入増加促進に関する若干の政策
意見』 
2005 年 1 月 30 日『中共中央、国務院：農村活動を強め、農村の総合的生産能力を高める
若干の政策意見』 
  2006 年 2 月 21 日、新華社によって公表された「社会主義新農村建設」を主題とする 2006
年中央「一号公文書」 
2007 年 1 月 29 日『中共中央、国務院：現代的農業を積極的に発展し、社会主義新農村の
建設を推進することに関する若干の意見』 
 2008 年 1 月 30 日『中共中央、国務院：農業の基礎建設を強め、農業の発展と農民の収入
増を促進することに関する若干の意見』 
2009 年 2 月 1 日『中共中央、国務院：2009 年農業の安定な発展と農民の持続的な収入増を
促進することに関する若干の意見』 
2010 年 2 月 1 日『中共中央、国務院：都市と農村の発展能力を全体的に統一して計画し、
農業と農村の発展基礎を着実にすることに関する若干の意見』 
中央政府は新世紀において、「三農問題」の解決を指導する七つの中央「一号公文書」を続々
と公布。中央政府の「一号公文書」は極めて重要な文献であり、そこから、農村の改革と発
展における中央政府の政策の道筋を表している。 
 政府の対策措置 
１、農業税減免 
２、農業構造を調整し、農業への補助を実施 
３、九年義務教育の無料化を実施 
４、農村合作医療の改革を前面的に推進 
５、農村管理のレベルを高め、新型な農村の建設を速める 
四、「三農問題」の核心 
１、土地制度の改革 
２、戸籍制度の改革 
３、農業の産業化 
 
 
 
